
美瑛町町再エネ導入目標策定業務
報告書（概要版）案



ゼロカーボンは世界の共通認識
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過去2000年において前例のない速度で
平均気温が上昇

出典：IPCC AR6 WG1 SPMより抜粋
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2020年10月、日本は「2050年までに温室効果ガスの排
出を全体としてゼロにする」と表明し、北海道も2050
年までのゼロカーボン実現を宣言（2020年3月）

全国の市町村にも温室効果ガス排出抑制のための計画
策定や、地方創生につながる再エネ導入の促進が求め
られるように

⇒「美瑛町ゼロカーボンシティ宣言」
を2022年4月28日に表明

♅ Ḅḵ᷀ᴻḤḻ᷿Ḏᶸ



区域の特徴 ～「日本で最も美しい村・美瑛」～
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美瑛町は、北海道のほぼ中央部に位置し、旭川市・芦
別市・東神楽町など２市６町に隣接した総面積
676. 78km2のまちである。

まちの東部には十勝岳をはじめ2, 000m級の山々が連な
り、雄大な山岳景観を有している。その山麓に広がる
本町は、北海道でも類いまれな起伏に富んだ波状丘陵
を形成しており、その丘陵地帯では農業(畑作)が営ま
れていることから、「丘のまちびえい」を特徴づける
美しい農村風景が広がっている。また、美瑛川、宇莫
別川、置杵牛川、辺別川ほか数条の河川が流れている
地域流域の平野部は水田地帯となっている。

年の平均気温は5. 2℃、平均年間日照時間は1, 475. 1時
間、平均年間降水量は約1, 000mmとなっており、寒暖
の差が激しい内陸性の気候で、明確な春夏秋冬の美し
い自然に恵まれている。

Ǜ
2023年9月末現在、9, 471人、4, 801世帯

美瑛町の位置

「日本で最も美しい村」連合
ロゴマーク

雄大な山岳地帯のふもとに広がる丘陵地
「丘のまち 美瑛」
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美瑛町の人口推移と将来展望



産業 ～地域資源をいかした農業と観光のまち～
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ǡ

ӡ ¥稲作、畑作、酪農畜産、施設野菜など多様な経営形
態が存在し、「田・野菜」や「畑・野菜」などの複
合経営も多く、耕畜連携も盛んで、多彩な農畜産物
が生産されている。本町の農業は、観光資源として
の役割もある。

Ӣ ¥森林面積が全町の約７割、その約1/ 3である14, 309ha
が民有林で、適切な森林管理が評価され、令和元年に
持続可能な森林と認められ、ＳＧＥＣ森林認証を取得。

ӣ ¥豊富な農畜産物をいかした加工品等の商品開発・販
売の動きがあり、地場産品の新たな価値の創出に向け
た取組が活発化している。また、2020年から電子地域

通貨「Beコイン」の運用が始まっている。

Ӥ ¥自然と農業の営みから育まれた美しい丘陵景観が 
「パッチワークの丘」とも名付けられ、多くの人々を
魅了している。加えて、雄大な十勝岳連峰とその裾野
に湧き出る「びえい白金温泉」、「白金青い池」や歴
史ある「美瑛軟石」をいかした街並みなど、観光資源

に恵まれている。

ӥ ¥製造品出荷額等の約５割を農産物を加工する「食料
品製造業」が占めている。また、豊かな森林を生かし
た「木材・木製品製造業(家具を除く）」も約３割を
占めており、適切な森林の活用・循環が行われている
ことが分かる。

美瑛町にある地域資源の一例



ゼロカーボンと地域課題 ～「住み良いまち美瑛」の実現へ
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ゼロカーボン実現に向けた取組は、単に温室効果ガス
排出量の削減目標をクリアするだけでなく、地域産業
の活性化をはじめ地域の課題解決につながる取組とす
ることが、取組の実効性・継続性を確保するためにも
重要

人口減少や労働力不足への対応や、エネルギーコスト
高騰への対応。町内での移動手段の拡充などの課題を
踏まえ、まちづくりの方向性に沿って、具体的な取組
を計画

まちづくりの方向性

「第６次美瑛町まちづくり総合計画」と「美瑛町共有ビジョン」より
・豊かな美しい景観が、農業と観光の架け橋となるまち
・ライフラインが確保され、災害に負けない強さとしなやかさを
備えるまち

・豊かな自然と共生し、持続可能な循環型社会を目指すまち
・誰もが自らの可能性を伸ばせるまち
・誰もが健康でともに支えあい、安心して住み続けられるまち
・子どもの個性を育み、全力で応援するまち
・すべての人に居場所と役割があり、希望を持って笑顔で暮らせるまち

また、より美しいまちの姿を次世代に引き継ぐため、「美瑛町持続可能な
観光目的地実現条例」や「美瑛の美しい景観を守り育てる条例」など制定

アンケートや事業者へのヒアリングで見えてきた町の課題

・人口減少、高齢化、労働力不足という「人」の問題

・若年層の減少、農業者の減少への懸念

・高齢者の買い物などの「足」の問題

・エネルギーコストの高騰

・飲食店の多くは夜の営業がない

・オーバーツーリズムによる日常生活への影響(道路での大型バス
とのすれ違いが怖い。ハイシーズンの渋滞。) など



CO2排出量の現況推計 ～2020年度は106.3 千t - CO2
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CO2排出量の現況推計において、産業部門、業務その他部門（公務以外）、
家庭部門は「サンプリングアンケートによりエネルギー使用量を収集し、
拡大推計する」手法、業務その他部門（公務）、運輸部門、廃棄物部門
は町集計データや統計データを用いて、それぞれ推計を行った

産業部門
 31.9 千t - CO2(30%)
製造業 
 13.5 千t - CO2(13%)
建設業・鉱業 
  5.2  千t - CO2(5%)
農林水産業
 13.2 千t - CO2(12%)

業務その他部門
 22.3 千t - CO2(21%)
公務以外 
 14.0 千t - CO2(13%)
公務 

8.3  千t - CO2(8%)

家庭部門
 23.6 千t - CO2(22%)

運輸部門
 27.3 千t - CO2(26%)
旅客 
 11.2 千t - CO2(11%)
貨物 
 14.4 千t - CO2(14%)
鉄道
  1.7  千t - CO2(2%)

廃棄物部門
1.2 千t - CO2(1%)

美瑛町の現況（2020年）のCO2排出量は、106. 3 千t - CO2と推計されました

エネルギー使用量から部門別のCO2排出量を推計・分析すると、多くの分野部門において電力に伴う排出量が大きいが、製造業分野や
業務その他部門、家庭部門の化石燃料使用量の多さにも対策が必要である

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

製造業

建設業・鉱業

耕種農家

酪農畜産

林業

公務以外

公務

家庭

部門及び分野ごとの二酸化炭素排出量のエネルギー別割合

電力 灯油 Ａ重油 軽油

その他石油製品 その他

ＬＰＧ

ガソリン



再エネ導入ポテンシャル ～太陽光・風力・小水力
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■導入ポテンシャル（建物系）

■導入ポテンシャル（土地系）

建物系（建物屋根に置くタイプ）は官公庁や病院、学校、戸
建住宅等を対象とし、設備容量の合計は94. 8 MW、発電量の合
計は110, 193 MWh/年

土地系（空いている土地に設置するタイプ）は一般廃棄物の
最終処分場、耕地、私有地、町有地の未利用地を対象とし、
設備容量の合計は4, 341. 2 MW、発電量の合計は5, 029, 126
MWh/年

平均風速が6. 0 m/sのエリアはまち西部にあり、陸上風力発電の導
入ポテンシャルは、設備容量の合計で577. 6 MW、年間発電量で
1, 260, 877 MWh/年

風力発電の
ポテンシャルマップ

¥REPOS

REPOSの美瑛町河川賦存量データより位置情報と設備容量を用いて求
めると、設備容量の合計は20. 1 MW、年間発電量は105, 582 MWh/年

小水力発電のポテンシャルマップ
¥REPOSǻǽ

※1 MW= 1, 000 kW、1 MWh= 1, 000 kWh、 1 kWを１時間使うと1 kWh、美瑛町の家庭の平均電気使用量は約5, 300 kWh/年
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町内の最大積雪深の平均値および面積か
ら算出した雪量を元に推計したポテン
シャルは熱量として107, 962 GJ/年（冷房
使用による電気換算で30, 004 MWh/年）
雪ではなく、冬季間の寒さでつくった
“氷”を夏まで保管して冷房等に利用す
る方式もある

氷を利用した池田町の小豆氷温ストレージ

REPOSの自治体再エネ情報カルテより熱
量として549, 917 GJ/年（冷暖房使用に
よる電気換算で152, 755 MWh/年）

地中熱のポテンシャルマップ
¥REPOS

■木質バイオマス導入例(美瑛町内)

ȹȍȓɇȢÈ É
REPOSの自治体再エネ情報カルテより熱量と
して547, 815 GJ/年  (重油換算で約14, 000
kl/ 年)

ȹȍȓɇȢÈ É
既存のバイオガスプラント利用農家以外の飼養頭数と家庭からの
生ゴミ、事業者ヒアリングなどをもとに推計したポテンシャルは、
発電量の合計として6,263 MWh/年

דּ ǡ
דּ ᶍ ║ ᶍ ᶡᶇᶊᴲr ᵮᶃᵪᶍ ᶱᵶᶅḥḎḻ᷿ḫ

ḳᶱ ᵶᵾG ᶆᵬᶪᶽḕḳ᷃ᴻᶎ᷿ḁḎḨ ᶇᶍ ᵶ╥ᵬ
ᶱᵸᶪᶇƎ 6, 465 MWh/年

再エネ導入ポテンシャル 
～雪氷冷熱、地中熱、バイオマス、温泉排湯熱

個別型バイオガスプラント

重油換算で約49 kl/ 年の削減
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再エネ導入ポテンシャル ～総合計は3,713 千t - CO2分

ù ♅ ǚǡ סּ ȑȶɔȗºɆȯɜȠɌɔǱǛǴ

注)各項目の数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。
※熱回収システムの関係上、得られるエネルギーからエネルギー回収にかかるエネルギーがあるため

ᶽḕ
Ḫḏḳ

ḥḎḻ᷿ḫḳ
ᶽḕ

COϒ
וֹ

֩ ᴴ ֪ 110,193 MWh/ 60 t - CO /

֩ ᴲ ֪ 5,029,126 MW / 2,761 t - CO /

1,260,877 MWh/ 692 t - CO /

פֿ 105,582 MWh/ 58 t - CO /

֩ ᶍ ᵪᶨ ֪
᷿ḁḎḨ 35 ð

107,962 GJ/
16 t - CO /

֩ 3֪0,004 MWh/

549,917 GJ/
84 t - CO 2 /

֩ 1֪52,755 MWh/

דּ דּ ᶍ דּ ᶇ -ă 1 t - CO /

ḘᶹᶿḦḁ
֩ ḘᶹᶿḦḁ֪

ᴴ ᶔᶲ ᴲ ᵳᶞᶍ
  Ḙᶹᶿ᷁ḁḟḱḻḐ

6,263 MWh/ 3 t - CO /

ḘᶹᶿḦḁ
֩ ḘᶹᶿḦḁ֪

Ḥᶹḱᴻ 547,815 GJ/ 37 t - CO /

ḥḎḻ᷿ḫḳ 3,713  t - CO /

2020年推計における、産業・家庭・業務その他の三部門の使用電気量の約93倍、使用熱量の約2倍の再エネ生産量となる

ᵲᶍ ᵪᶨᴲ ♅ ᶊᵡᶂᵾ סּ ᶽḕḳ᷃ᴻᶍ ᶱᶎᵪᶂᶅᵣᵮ



森林による二酸化炭素吸収量 ～適正管理で 46.7 千t - CO2/年
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ă 2  ᶒ ḏᴻḇ֩ ֪ᴲ 1Ḡ᷄ḇᴻḳ
ᶍᵩᵩᶧᵼᶍ טּ ᴴ ֩ ֪ᶧᶩ

美瑛町内の一般民有林( 14, 457 ha)のうち、
①人工林
②天然林のうちの保護林・保安林
合計8, 545. 9 haを対象としてCO2吸収量を試算

※

それら対象森林が適正に管理されることによるCO2吸収量は

46. 7 千t - CO2/年と推計

ă2׳ם ᶍ ᶇ ᶪ ᶎ ᶊᵩᵣᶅᵆ ᴴ
ᶒ ᶉ ☺ᵫ ᶮᶫᵾ ᵇᶇᵴᶫᶅᵩᶩᴲ
֩ ╓ ֪ ᴴ Ḧḓḭᶷḳ֩ ֪ᶆᶎᵆ ᶊ╔
֩ ֪ᶍᶞᵫ ᵇᶇᵴᶫᶅᵣᶪᵲᶇᶱ ᶝᵧᴲ ᶊᶎᴲ ᶒ

ᶍᵥᶀᶍ ᴴ ↨ ᶱ ᶇᵶᵾᴳ

森林によるCO2吸収のイメージ
¥

美瑛町の対象森林面積とCO2吸収量

面積( ha)
二酸化炭素吸収量

(千t - CO2)

民有林合計 8,545.9 46.7

①人工林

合計 8,140.6 46.2

カラマツ 5,681.1 25.4

トドマツ 1,525.0 9.1

アカエゾマツ 541.6 4.8

その他針葉樹 446.6 5.6

その他広葉樹 216.2 1.4

②天然林のうち
保安林・保護林

135.3 0.5

二酸化炭素は樹木の生長に伴って吸収・固定される。
森林はあるだけでよいのではなく、樹木を
「植える→育てる→収穫する→使う」
というサイクルが維持されることが重要

美瑛ウッドサイクルのロゴ



CO2排出量の将来推計 ～ 省エネを進めて大幅に削減
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BAU（現状すう勢）モデルと省エネモデル（AIMモデル）によるCO2排出量の推計値

CO2排出量の将来推計は、以下の３つのモデルで行いました。

ӡBAUÈ ǌƹ ÉɋȰɔ
追加的な排出抑制対策を講じない、人口や製造品出荷額等
といった活動量の変化のみからの推計

ӢAIMÈ ÉɋȰɔ
各分野で「2050年脱炭素社会実現に向けたシナリオに関す
る一分析」（国立環境研究所）に沿った省エネ※が進む

ӣ ȑȶ ɋȰɔ
AIMモデル＋電力排出係数の将来推計値(0.25 kg - CO2/kWh)
への変更

その結果、2050年のCO2排出量は、
①BAUモデル：2030年度 106.3 千t - CO2

 2050年度  99.0 千t - CO2

②AIMモデル：2030年度  85.3 千t - CO2
 2050年度  61.4 千t - CO2

③省エネ最大モデル：
 2030年度  67.8 千t - CO2
 2050年度  47.7 千t - CO2

と推計されました

※「2050年脱炭素社会実現に向けたシナリオに関する一分析」では、
2050年の各分野のエネルギー消費量について、それぞれ2018年と比較
して、「産業部門」では産業用ヒートポンプなどの普及拡大により22
～33％、「業務その他部門」ではLED化100％や断熱建築物の普及など
により51％ほど、「運輸部門」では電気自動車(EVやFCV)の普及拡大に
より74～79％、「家庭部門」ではLEDや高断熱住宅の普及拡大や暖房・
給湯の電化により53％ほど減少すると見込んでいる

2020年

2030年

BAU AIM 省エネ
最大

2040年

BAU AIM 省エネ
最大

2050年

BAU AIM 省エネ
最大

106.3

101.0

85.3

100.0 99.0

74.3

61.4

67.8

58.6

47.7

製造業

建設業・鉱業

農林水産業

業務その他

家庭

運輸

廃棄物
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１ ２ ３
ɆȯɜȠɌɔ סּ

美瑛町に存在する
再生可能エネルギーの総量

ポテンシャルのうち、美瑛町の課
題解決や歴史風土、景観などに適
合する再生可能エネルギーの総量

2050年ゼロカーボンに向けて
導入する再生可能エネルギーの量

2050 ǞȥɖȔºɅɜȅ Ǌǒ ♅ Ǟ ǈǿǙƷǾ סּ ȑȶɔȗºǡ ƻ

Ŧ£ ɆȯɜȠɌɔ：美瑛町に存在する、再生可能エネルギーの総量

ŧ£ סּ ：導入ポテンシャルのうち、課題解決や風土・景観などに対して質的に適合する再生可能エネルギーの総量

Ũ£ ：導入可能量のうち、2050年ゼロカーボンに向けて導入する再生可能エネルギーの種別と総量

Ú Ƿ ǡ

Ú דּ ȕȢוֹ ǝǜǡ



סּ ᶽḕḳ᷃ᴻᶍ סּ ᶊᶟᵰᶅ
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♅ ǞƽǄǾ Ƿ ǝǜǡ ǷȋɜȚºȱ¤Ȼȋɓɜș ƾǼוֹ

ȅǵǖǙ ǚ ǽ Ǵǐƹǝ סּ ȑȶɔȗºÈ ȅ É
１．太陽光発電(建物系)
２．太陽光発電(土地系＝町有地の空き地部分などで景観に大きな影響を及ぼさないもの)
３．小水力発電
⇒大規模停電など災害へのレジリエンス強化、EV化の推進（電源としての利用）
４．廃棄物系バイオマス
⇒家畜ふん尿や生ごみ、農業残さのエネルギー化と処理コストの削減、臭気軽減など環境改善
５．木質バイオマス
⇒公共施設等での燃料削減、森林・木材の循環構造の確立

♅ ǞƽǄǾ Ƿ ǝǜƾǼ ƿ Ǌǐƹǝ סּ ȑȶɔȗº
１．太陽光発電(土地系＝景観に影響するもの、営農型太陽光発電〈ソーラーシェアリング〉等の農地系など)
⇒農業生産や「丘のまち」としての景観への影響が懸念される
２．風力発電
⇒「丘のまち」としての景観への影響が懸念される

Ǟ ǡ ǽ ǲǞ≠ǠǼǿ  ǡ ƿ ǊƷ סּ ȑȶɔȗº
１．雪冷熱
⇒農産物貯蔵施設等への導入によるエネルギーコストの削減、付加価値向上
２．地中熱
⇒ZEB・ZEH化と併せた推進や園芸施設への導入、エネルギーコストの削減
３．温泉熱
⇒温泉施設等のエネルギーコストの削減



美瑛町の再エネ導入可能量
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ù ♅ ǚǡ סּ ȑȶɔȗº סּ ǱǛǴ

ᵲᶍ ᵪᶨᴲ ♅ ᶍ ᶊ ᵥ סּ ᶽḕḳ᷃ᴻᶍ ᶱᶎᵪᶂᶅᵣᵮ

注)各項目の数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。
※熱回収システムの関係上、得られるエネルギーからエネルギー回収にかかるエネルギーがあるため

ᶽḕ
Ḫḏḳ

ḥḎḻ᷿ḫḳ
ᶽḕ

COϒ
וֹ

֩ ᴴ ֪ 110.193 MWh/ 60 t - CO /

֩ ֪ ֫ MW / t - CO /

פֿ 105,582 MWh/ 58 t - CO /

֩ ᶍ ᵪᶨ ֪
᷿ḁḎḨ 35 ð

107,962 GJ/
16 t - CO /

֩ 3֪0,004 MWh/

549,917 GJ/
84 t - CO 2 /

֩ 1֪52,755 MWh/

דּ דּ ᶍ דּ ᶇ -ă 1 t - CO /

ḘᶹᶿḦḁ
֩ ḘᶹᶿḦḁ֪

ᴴ ᶔᶲ ᴲ ᵳᶞᶍ
  Ḙᶹᶿ᷁ḁḟḱḻḐ

6,263 MWh/ 3 t - CO /

ḘᶹᶿḦḁ
֩ ḘᶹᶿḦḁ֪

Ḥᶹḱᴻ 547,815 GJ/ 37 t - CO /

ᶽḕ סּ t - CO /

2020年推計における、産業・家庭・業務その他の三部門の使用電気量の約5. 6倍、使用熱量の約2倍の再エネ生産量となる



᷿ḒḲᶿᵫ ᵮ ᴲḪḏḳ
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産業間をつなぐ循環の「環」
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メタン発酵消化液

・燃料と肥料の
コスト削減

耕種農業

・RE100などを
アピールして
産業を誘致

・化石燃料削減による
コスト減

商工業

家畜ふん尿

バイオガスプラント

バイオコークス

木質バイオマス
農業残さ

町産材・間伐材
エネルギーと資源の循環と分配

・ふん尿処理コストの
削減

酪農・畜産 ・残さ処理費用の
削減

・加工品へのエコの
付加価値

・林業活性化と
森林保護

林業

ȑȶ Ǟǻǽ

ǡ Ƿȑȶɔȗºǡ

ȅ ǽ 

╣ǡ☼ ȅ

ƻ ǳ

Ô ǡɕȡɓȑɜȢÕȅ

・家畜排せつ物の処理は、ȹȍȓȕȢ
ɀɒɜȱǡ により、 ǡ
ȑȶɔȗºとして町内全体で活用。
耕種農家が ǡ ♪ȅ♪טּ Ǜ
ǊǙ

・ Ƿ ǡ ȅ する
ことで、 ǡ や環境保護のטּ
ほか、 ǞǻǾCO2ǡ Ǟ す
るという好循環を生み出す

・ ǈȅȹȍȓȜºȘȢǝǜにし、
各産業の ǵǊǂǢǐǡ Ǜ
ǊǙ することで、CO2
に加え、生産品にȑȜǡ לּנּ ȅ



豊かで多様な暮らし方を実現する環境の「環」

16

まちの環境に横たわる課題

観光シーズンの空気
未熟堆肥の農地散布のもたら
すにおい

ゴミの廃棄
ゴミの廃棄量・分別
処理施設維持のコスト

観光シーズンの町内交通
観光客の車両による生活道路
の渋滞、大気汚染

再エネで変わるまちの環境

バイオガスプラントの活用

未熟堆肥からメタン発酵消化液
になり、においが低減

持続可能な廃棄物処理

３Rの推進、食品ロスの削減、
施設維持更新に再エネを導入

エコな町内交通の確立
再エネ由来電力を活用したEV、
EVバスやe- bikeの積極的利用

ȑȶ ¤ ȑȶǞǻǽ

Ǜ
ȑȜǝɒȍȾȢȨȍɔǡ

ȅ ǽ 

ƾǝ Ƿ ǝ ǼǊ ȅ

・ ¤ ǡ や Ⱥȶ
ɔǡ により、使用エネルギーの減少
や再エネの活用を図り、ȑȶɔȗºȜȢ
ȱȅ ǊǒȑȜɒȍȾを確立する

・バイオガスなど再エネの導入により、ּק
ǎǗ ǷǇǲǡ ǞƾƾǾ ¤

ȜȢȱǡ を図り、 ȜȢȱǡƾƾ
ǼǝƷȑȜǚȘɓºɜǝɒȍȾȢȨȍɔ
の提供

・ ȑȶ ǡ ǝǜȅ ǊǒEV,EV
バスやe- bike等を導入し、 ♅ ǡ
┌ の選択肢の一つとすることで、
ȑȜǝ ┌ ǡ ǦȸȍȠº
ȣɜǡ ǡ Ǟ

住民の生活環境
電気料・燃料の高騰による負
担増加、災害時の電気の確保

再エネを活用したエコライフ
再エネ導入や住宅改修の補助、
蓄電池を活用した災害時の備え再

エ
ネ
・
エ
コ
の
視
点
を
プ
ラ
ス



レジリエンス強化に向けた協調という「和」
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ȑȶ Ǟǻǽ

Ǧ ǡ

¤ ǡ ǞǻǾ

ɕȡɓȑɜȢǡ ȅטּ ǽ 

Ƿ ǡ

ǡ↨ ȅ

・各避難場所や住宅、民間事業者におい
て、 Ǟȑȶɔȗº ができる
よう ȺȶɔǷ ǝǜȅ

・ ǡ における避難拠点などか
らのȑȶɔȗºǡ に向けて、EV
ǦV2HȠȢȯɉǡ と、防災訓練時
における当該システムの活用を進める

・ȹȍȓȕȢɀɒɜȱǡɊȨɜȕȢǷȹ
ȍȓȜºȘȢǝǜを公共施設などの
ǛǊǙ する

・再生可能エネルギー施設の導入や安定
的な地産地消を進めるために ╓
ǡ ȅǊɇȍȘɖșɓȬȲǡǻƹ

ǝ ǝǜǡȶȬȱɘºȘȅ



町外との協力や人々のつながりの「輪」
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ȑȶ Ǟǻǽ

ǻǽ ǊƷǱǔǡ ȅ

Ǟ╥ǀ ǁ

ǡ ·ƾǼ₲ǈǿ ǄǾ

ÔǲȆǝǡ ♅ Õȅ

・再エネ導入で╗ ǡ◖☺Ȝ
Ȣȱ 、Ô™
Õでの送電網やEV充電器、太陽光
パネルなどの ȅ

・ ǡ を町内の ╢ǚ
することで、エコ意識や観光マ

ナーを醸成し、 Ǜ ǡ Ƿ
ƵǾ ǛǊǙ ǀ ǅ

・ ǡ ƾǼ ǋǒȿɒɜȲ
や ǚ ♅ ǡȾȊɜȅ ǷǊ、
訪問客数やǨǾǈǛ ǡ にנּ

・多種多様な分野の企業、専門家から
∏Ƿ の提供を受けて
ȅּנ
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美瑛町の森林の好循環を護るために

ŦǗǴǡÔȂÕ
ȅǗǝǃ
ǡÔ Õ

ũǗǴǡÔȂÕ
Ǜǡ Ƿ ·ǡ
ǗǝƿǽǡÔ Õ

ƾǝ ȅ ǊǙ2050 ȥɖȔºɅɜȠȯȌǡ ȅ ǌ

ǡ ♅ ǞƽǄǾ ǛǢ

③ゼロカーボンの実現に向けた、二酸化炭素の吸収源

①景観や住生活環境を良くする、愛すべき隣人

②主要産業の一つである林業・木材加工業の産業的資本

ǡ ǡ┐ Ǟ Ǆ  ǡ╗ ȅ ǌǾ ǝ ȅ

森林の二酸化炭素吸収をＪクレジットにして、「環境貢献プラットフォームEVI(カルネコ(株)運営)」などで全国に販売、また
はふるさと納税の返礼品としての活用、町内事業者への販売(商品・サービスのカーボンオフセット化)などで収入を得る。

①森林の維持管理の費用、②林業従事希望者の教育、③林業における機械などの補助、などの原資として活用

このような素晴らしい森林環境があ
るのは、「植える」→「育てる」→
「収穫し・使う」というサイクルが

きちんと回っているから

将来にわたって素晴らしい 森林環境を維持するために

しかし
コスト増や人手不足などの課題が存在
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ゼロカーボンに向けた取組を人々に届けて活かすには

Ŧ£ ♅ ǞƽǄǾ  ȑȶǷ ȑȶǡ ǡ
╗ȿɒɜȲּט

・一体感をもって、ゼロカーボンに向けた省エネや再エネの
取組を行い、着実に進むことが期待される。また、一体感
や周辺との差別化は、美瑛町のブランド力を更に向上し、
郷土愛やシビックプライドの源泉となり、加えて町外や海
外の人に対する更なる吸引力となる

・ゼロカーボンに向けた流れや事業の認知度、個々人の取組
意欲の向上につなげるため、統一ブランドの「ブランド
名」と「ロゴ」を公募もしくは候補の中から町民に投票し
てもらうことで決定する

・決定した「ブランド名」や「ロゴ」を、美瑛町の省エネや
再エネの取組に対して使用する。事業者の商品やサービス
にも使用できるようにし、その事業者や商品やサービスが
ゼロカーボンを意識した美瑛町のもの、と周知や差別化に
もなる

ŧ£ ♅ ǞƽǄǾ  ȑȶǷ ȑȶǡ ǡ
ǝ

・美瑛町に対するイメージの中に、脱炭素を介して「自然・
景観と人の営みの調和」を実現するまちというものを植え
付けることで、交流人口から関係人口に進化してもらう

・「広報びえい」において、町や事業者がで実施している取 
組や事業者の取組への補助金など情報、住民が取り組みや
すい活動、一年間の美瑛町における脱炭素の取組のまとめ
と二酸化炭素排出削減量などの宣伝広報を行う

・町民プールでの木質ボイラー使用による二酸化炭素排出量
の削減効果をＪクレジットとしているのを活用し、町内の
各種イベントや、“北海道移住・交流フェア”や“「日本
で最も美しい村」連合物産展”などにおける美瑛町のブー
ス出展を、カーボン・オフセットによりゼロカーボン化す
ることで、町内だけではなく日本全国に美瑛町の脱炭素に
向けた取組や姿勢をアピールする

Ƿ ȅ ǖǙǵǼƹǆǛ  ǊǙǵǼƹǆǛǚÆ Ǜǡ Ƿ ·ǡǗǝƿǽǡÔ ÕÇƿ ǱǿǾ

ゼロカーボンに向けた積極的な取組や先進的な事業を行うだけでなく、その取組を北海道全土や日本全国に知ってもらうことがゼ

ロカーボンのもたらす好循環には重要となる。



再生可能エネルギーの導入目標量の設定
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♅ ǞƽǄǾ Ƿ ǝǜǡ ǷȋɜȚºȱ¤Ȼȋɓɜș  וֹ ǌŧťŪť ǡ ♅ ǡ ƾǼ

ȅǵǖǙ ǚ ǽ Ǵǐƹǝ סּ ȑȶɔȗºÈ ȅ É
１．太陽光発電(建物系)

1)公共施設
・2030年までに公共施設の電気消費量上位施設と学校、病院に導入 0. 5 t - CO2
・2050年までに全公共施設へ導入をする 1. 4 t - CO2（省エネ最大限モデルによる電力使用相当）
2)一般住宅
・2030年の推定世帯数( 4712世帯)×持ち家率( 81％)の3割に4kWを載せる 1. 4 t - CO2
・2050年の推定世帯数( 4524世帯)×持ち家率( 81％)の6割に4kWを載せる 2. 6 t - CO2
3)町内事業者・事業所
・目標値は設定しないが、導入拡大を目指す施策などを計画し、実績をカウントしていく

２．太陽光発電(土地系＝町有地の空き地部分などで景観に大きな影響を及ぼさないもの)
1)公有地
・2050年までに町有の空き地など現時点の推計（329.3 t - CO2/ha）で10 ha相当を活用 3.3 t - CO2

３．小水力発電
・大規模停電など災害へのレジリエンス強化、EV化の推進（電源としての利用）のため、避難所及び
農業ダム一か所への導入を目指す 0.6 t - CO2

４．廃棄物系バイオマス
・家畜ふん尿や生ごみ、農業残さのエネルギー化と処理コストの削減、臭気軽減など環境改善のため、
ポテンシャル総量(6,232 kWh)の３分の１程度の活用を目指す 0.6 t - CO2

５．木質バイオマス
・公共施設等での燃料削減、森林・木材の循環構造の確立のため、役場や医療福祉施設など熱需要が
多い施設にボイラーの導入を目指す 0.02 t - CO2

Ǟ ǡ ǽ ǲǞ≠ǠǼǿ  ǡ ƿ ǊƷ סּ ȑȶɔȗº
雪冷熱、地中熱、温泉熱：目標値は設定しないが、導入拡大を目指す施策などを計画し、実績をカウントしていく



2030年二酸化炭素排出量目標に向けた再エネ導入目標
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(千t-CO2) コメント

BAU(2030) 101.0 ①

33.3 ② ③＋④

省エネ(AIMモデルによる)15.7 ③ 電気自動車や機械の効率化はこちらに入る

電力排出係数変更分 17.6 ④ 国の目標に合わせて、0.549 kg-CO2/kWh→0.25 kg-CO2/kWhに

67.8 ⑤ ①ー②

55.1 ⑥ 2013年(推計値:102.1千t-CO2)の46％減である54％の排出量

12.6 ⑦ ⑤ー⑥

公共施設 0.5 公共施設の電気消費量上位施設と学校、病院に※

住宅 1.4
2030年の推定世帯数(4712世帯)と持ち家率(81%)の３割に

4kW(1.2tCO2削減)載せると推計

土地 1.0 329.3t-CO2/ha、町有地の様々な空き地合わせて3haほどに

0.0 導入に向けた準備段階

電気分 0.5 近隣施設に。ポテンシャル6,232MWhの３分の１規模を想定

熱分 0.1 施設にガス供給。ポテンシャル30,157GJの３分の１規模を想定

0.0 役場にbi.yell同等機を導入と仮定

3.4 ⑧ 上記の再エネによる二酸化炭素削減量

9.2 ⑨ ⑦ー⑧ 過剰二酸化炭素排出量から再エネ導入での削減量を引いたもの

46.7 ⑩ 今の森林の好循環が維持されるものとして

-37.4 ⑪ ⑨ー⑩ 残り削減量(森林吸収必要分)から森林の吸収量を引いたもの

17.7 ⑫ ⑥＋⑪
二酸化炭素排出量の目標値から再エネと森林で二酸化炭素排出量の
目標量に対してを引いたもの

17%

83%

※地域脱炭素ロードマップ（令和３年６月国・地方脱炭素実現会議決定）において、「政府及び自治体の建築物及び土地では、2030年には設置可能な建築物等の約50％に太陽光発電設備が導入さ

れ、2040年には100％導入されていることを目指す。」とされている

残り削減量(森林吸収必要分)

ǡ

再エネと森林で二酸化炭素排出量の目標量に対して

最終的な二酸化炭素排出量

2013年比

1/02

ȑȶ
ǞǻǾ

太陽光

小水力

バイオガスプラント

木質ボイラー

~

項　目

טּ

ȑȶǝǜǞǻǾ

ȑȶǝǜ ǡ טּ

טּ ǡ

過剰二酸化炭素排出量(=再エネ導入と森林吸収で賄う分)



2050年カーボンニュートラルに向けた再エネ導入目標
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(千t-CO2) コメント

BAU(2050) 99.0 ①

51.3 ② ③＋④

省エネ(AIMモデルによる)37.6 ③ 電気自動車や機械の効率化はこちらに入る

電力排出係数変更分 13.7 ④ 国の目標に合わせて、0.549 kg-CO2/kWh→0.25 kg-CO2/kWhに

47.7 ⑤ ①ー②

0.0 ⑥ ゼロカーボン（排出量実質ゼロ）の達成

47.7 ⑦ ⑤ー⑥

公共施設 1.4 全公共施設に導入※

住宅 2.6
2030年の推定世帯数(4524世帯)と持ち家率(81%)の６割に

4kW(1.2tCO2削減)載せると推計

土地 3.3 329.3t-CO2/ha、町有地の様々な空き地合わせて10haほどに

0.6 農業用水ダム及び避難所などへ導入

電気分 0.5 近隣施設に。ポテンシャル6,232MWhの３分の１規模を想定

熱分 0.1 施設にガス供給。ポテンシャル30,157GJの３分の１規模を想定

0.1 役場、医療福祉施設などに３か所にbi.yell同等機を導入と仮定

8.6 ⑧ 上記の再エネによる二酸化炭素削減量

39.1 ⑨ ⑦ー⑧ 過剰二酸化炭素排出量から再エネ導入での削減量を引いたもの

46.7 ⑩ 今の森林の好循環が維持されるものとして

-7.6 ⑪ ⑨ー⑩ 残り削減量(森林吸収必要分)から森林の吸収量を引いたもの

-7.6 ⑫ ⑥＋⑪
二酸化炭素排出量の目標値から再エネと森林で二酸化炭素排出量の
目標量に対してを引いたもの

-7%

107%

※地域脱炭素ロードマップ（令和３年６月国・地方脱炭素実現会議決定）において、「政府及び自治体の建築物及び土地では、2030年には設置可能な建築物等の約50％に太陽光発電設備が導入さ

れ、2040年には100％導入されていることを目指す。」とされている

残り削減量(森林吸収必要分)

ǡ

再エネと森林で二酸化炭素排出量の目標量に対して

最終的な二酸化炭素排出量

2013年比

1/02

ȑȶ
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太陽光

小水力

バイオガスプラント

木質ボイラー

~

項　目
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ȑȶǝǜǞǻǾ
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טּ ǡ

過剰二酸化炭素排出量(=再エネ導入と森林吸収で賄う分)
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2050年カーボンニュートラルに向けたロードマップ



ゼロカーボン実現に向けた推進体制

25
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推進体制については、本事業で開催した協議会（美瑛町再生可能エネ
ルギー導入戦略検討委員会）を引き続き核とし、必要に応じて町内外
の様々なステークホルダー(利害関係者)の参画を求める

取り組みの進捗確認やCO2排出量の再推計、計画の見直しを定期的に実
施し、着実な取り組みの実行と2050年までのゼロカーボン実現を図る

委員

美瑛町

美瑛町農業協同組合

国立大学法人室蘭工業大学

美瑛町商工会

一般社団法人美瑛町観光協会

びえい白金温泉観光組合

美瑛町建設業協会

美瑛町森林組合

社会福祉法人美瑛慈光会

北海道銀行旭川支店

旭川信用金庫美瑛支店

びえいフーズ株式会社

美瑛町まちづくり委員会

美瑛町校長会

美瑛町婦人団体連絡協議会

丘のまちびえい移住定住促進協議会

エア・ウォーター株式会社

一般社団法人北海道再生可能エネルギー振興機構

事務局 美瑛町まちづくり推進課地域みらい創造室

2023年度委員等の所属



・白熱電球を1時間点灯時間を短縮：年間9.6 kg- CO2の削減 

・温水洗浄便座の設定温度を一段階下げる：年間12.9 kg - CO2の削減 

・石油ファンヒーター1日1時間運転を短縮：年間41.5 kg - CO2の削減 

・冷蔵庫の設定温度を「強」から「中」に：年間30.1 kg - CO2の削減 

・テレビの明るさを調節（最大→中間）：年間13.2 kg - CO2の削減 
出典：消費者庁「令和５年 食品ロス削減関係参考資料」

資源エネルギー庁「省エネポータルサイト」

単位当たりの二酸化炭素排出量の例 

身近な行動におけるの二酸化炭素排出量の例

用語解説

・バイオマス:生物資源（bio）の量（mass)を表す概念で、エネルギーや物質に再生が可能な、動植物から生まれた有機性

の資源のこと。農林水産物や家畜排せつ物、食品廃棄物などが対象になる。

・レジリエンス:「回復力」や「しなやかさ」という意味の言葉で、まちづくりにおいては、「災害時の対応力」などとい

う意味で使われる。

・シビックプライド:「都市に対する市民の誇り」と訳されることが多い。「自分自身が関わって、今居る地域をより良く

していこう」とする、当事者意識に基づく自負心や誇りのこと。

電気※ 1kwh LPG 1m3 都市ガス 1m3 灯油 1L ガソリン 1L 軽油 1L

0.549 kg - CO2 6.549 kg - CO2 2.23 kg - CO2 2.49 kg - CO2 2.32 kg - CO2 2.58 kg - CO2

※北海道電力利用の場合

・カーボンオフセット: 経済活動や生活から排出される温室効果ガス（おもに二酸化炭素排出量）の一部もしくは全部を、

植林や温室効果ガス削減活動への投資を通して埋め合わせること。

・V2H：電気自動車のバッテリーにある電力を建物で使用する仕組みのこと。

・マイクログリッド:小規模電力網とも言い、発電所のようなエネルギー供給源と消費施設を一定の範囲でまとめてつなぎ、

エネルギーを地産地消する仕組みのこと。

・地域新電力：地域内の発電電力を最大限に活用し主に地域内の公共施設や民間企業、家庭に電力を供給する小売電気事業
を「地域新電力」といい、 そのなかで特に自治体が出資するものを「自治体新電力」という。 
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・食品ロス(平均一人当たり年42kg)の削減、ゼロ化：年間19.3 kg- CO2の削減 
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